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パンデミック下で持続可能な臨床検査体制構築のための基盤研究 

 

 

 

 

  



 

 

研究成果の概要 

 

本研究は、次の新興・再興感染症に備えて、自動化・DXを活用したパンデミック下でも安定し

て運用できる臨床検査室を構築し、さらに医療機関の壁を超えて検査室をネットワーク化し、リソー

スと情報の共有を実現するためのモデルを提案することを目的とする。 

2022年度は COVID-19パンデミックにおいて臨床検査室が直面する課題を明らかにする全国

調査を実施した。所属する日本臨床検査医学会を通じ「COVID-19パンデミックと臨床検査体制」

と題した webベースの全国アンケート調査を実施し 312施設からの回答について解析を実施し

た。 

各感染の波ごとにどのような因子が、SARS-CoV-2検査の実施の障害となったかを質問したとこ

ろ、検査機器、試薬、消耗品、ノウハウの不足は第 1波で顕著であったものの、その後充足傾向を

認めていくが、人手については、第 1波から第 7波を通じて、常に不足感があることが明らかにな

った。本結果より、特に遺伝子検査に対応可能な人材の育成が長期化するパンデミックにおいて

は最も重要な視点であることが明確化された。 

新興・再興感染症の発生時、大量の検査需要に伴い人的負担が増大する中で検査体制を維

持するには、デジタルツールの積極的な導入による通常検査業務の人的負担の軽減が必要であ

る。2022年度はグラム染色検査の完全自動化と AI診断の導入に向けたプラットフォームの開発・

性能評価に向けた協議を実施し、その実装へ向けた対応を進めた。 

さらに、医療機関の壁を超えた検査のタスクシェアによる物的・人的リソースの有効活用すること

が望ましいと考え、「慶應微生物コンソーシアム(KOMIC)」という、慶應義塾大学病院と関連医療機

関の微生物検査室を中心とした検査室ネットワークを構築した。2023年 1月に、顔の見える関係

の構築を目的として、キックオフミーティングを実施し関係づくりを開始した。今後、恒常的な関係

構築を目指し定期的な情報交換の推進と、リソースの共有も可能な密な関係作りを進めていく。 
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